
　　　

弥生区民活動センター組織図

運営委員会（委員20名）

　
◆事務局（2
名）
地域事業・地

域広報の実
施、地域活動
の支援等

◆地域事業部会（委員10名）
地域事業の企画・実施
◎主催事業⇒弥生映画祭・七
町会ウォーキング

◎共催事業⇒みんなで歌お
う・やよい何でもサロン・地老
連との共催講演会・海の森育
苗実行委員会（弥生地区町会
連合会）

　
◆広報部会　　（委員10
名）　　　地域広報事業
◎ニュース発行

Ｂ４版両面カラー印刷
2500部発行
◎ＨＰ製作と更新作業

区職員（2名）
地域支援活動
◎防災
◎地域支えあ

い支援等

集会室等受付
（4名）
集会室等の受
付・貸出、車椅

子等貸出。

平
成
二
十
三
年
七
月
に
弥

生
地
域
セ
ン
タ
ー
が
弥
生

区
民
活
動
セ
ン
タ
ー
と
し

て
再
編
・
発
足
し
て
か
ら

四
年
目
を
迎
え
ま
す
。

従
来
、
区
の
職
員
が
実
施

し
て
い
た
地
域
事
業
や
広

報
事
業
・
地
域
活
動
の
支

援
等
が
運
営
委
員
会
に
移

管
さ
れ
ま
し
た
。

運
営
委
員
は
弥
生
町
会
連

合
会
の
七
町
会
長
と
幹
部

で
計
十
四
名
、
地
域
団
体

の
代
表
が
計
六
名
の
合
計

二
十
名
が
選
任
さ
れ
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

当
初
試
行
錯
誤
は
あ
り
ま

し
た
が
、
熱
心
な
委
員
と

七
町
会
及
び
各
団
体
の
支

援
の
お
陰
で
活
動
内
容
が

大
分
充
実
し
て
き
ま
し
た
。

以
下
具
体
例
を
挙
げ
ま
す
。

◆

◆

地
域
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て

区
か
ら
引
き
継
い
だ
ニ
ュ
ー

ス
は
「
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

や
よ
い
」
と
し
て
再
出
発
。

従
来
の
発
行
部
数
八
百
部

強
を
、
地
元
の
四
つ
の
小

中
学
校
生
徒
へ
の

配
布
や
金
融
機
関

へ
の
設
置
を
開
拓
し
、
三
倍
の
二
千

四
百
部
強
に
増
加
さ
せ
ま
し
た
。
ま

た
二
年
目
か
ら
フ
ル
カ
ラ
ー
に
変
更

し
読
み
や
す
く
な
っ
た
と
好
評
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
二
年
目
の
九
月
に

開
設
し
以
後
更
新
し
て
い
ま
す
。

◆

◆

引
継
ぎ
以
前
は
共
催
事
業
中
心
で

し
た
が
、
主
催
事
業
と
し
て
二
年
目

に
「
七
町
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
、
三

年
目
に
は
「
弥
生
映
画
祭
」
を
そ
れ

ぞ
れ
新
規
に
企
画
実
施
し
、
い
ず
れ

も
参
加
者
の
評
判
は
上
々
で
し
た
。

今
年
度
も
同
じ
企
画
を
実
施
す
る
計

画
で
す
（
「
弥
生
映
画
祭
」
は
下
記

の
要
領
で
実
施
決
定
）
。

去
る
六
月
八
日

に
行
わ
れ

た
中

野
区
長
選

挙
の

結
果
、
田

中
大

輔
氏
が
再

選
さ

れ
ま
し
た
。

東
郷
町
会

川
本

豊

東
郷
で
生
ま
れ

東
郷
で
育
っ
た
生

粋
の
東
郷
っ
子
で

す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
定

年
を
迎
え
て
、
地
域
に
貢
献
す
べ
く

町
会
の
仕
事
に
微
力
を
尽
く
し
て
き

ま
し
た
。
町
会
も
高
齢
者
問
題
、
大

切
な
子
供
の
健
全
育
成
、
見
守
り
制

度
、
災
害
防
止
の
見
直
し
な
ど
問
題

は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
協
力
で
問
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

道
玄
町
会

佐
野

礼
治

小
澤
前
会
長
の

後
任
を
務
め
る
事

に
な
り
ま
し
た
。

一
昨
年
、
町
内
に
「
な
か
し
ん
広
場
」

も
完
成
し
、
町
会
の
活
動
の
場
と
し

て
活
用
し
、
ス
イ
カ
割
り
や
餅
つ
き

等
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
事

が
出
来
ま
し
た
。
先
輩
諸
兄
が
築
い

て
き
た
町
会
を
更
に
大
き
く
発
展
す

る
よ
う
、
皆
様
の
ご
協
力
を
今
後
と

も
宜
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

昨
年
初
め
て
実
施
し
、
好
評
を
博

し
た
弥
生
映
画
祭
を
、
今
年
も
開
催

し
ま
す
（
弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

運
営
委
員
会
地
域
事
業
部
会
主
催
）
。

◆
八
月
二
日
（
土
）
午
後
二
部
制

①
午
後
三
時
～
ヒ
ッ
ク
と
ド
ラ
ゴ
ン

②
午
後
六
時
半
～
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル

◆
場
所

弥
生
区
民
活
動
セ
ン
タ
ー

集
会
室
、
応
募
多
数
の
場
合
先
着
順
。

詳
細
は
ポ
ス
タ
ー
・
町
会
の
回
覧
で
。

（
中
野
区
社
会
福
祉
協
議
会
歳
末
た

す
け
あ
い
募
金
地
域
福
祉
活
動
助
成

に
よ
り
実
施
し
ま
す
）
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や
よ
い

道
玄
町
会
は
昭
和
八
年
に
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
戦
争
中
は
解
散
、
昭
和
二

十
七
年
に
再
結
成
さ
れ
、

当
時
は
町
内
に
三
業
地
も

あ
り
、
本
郷
氷
川
神
社
を

中
心
と
し
た
お
祭
り
を
会

員
一
丸
と
な
っ
て
行
い
、

た
い
へ
ん
に
ぎ
や
か
な
土

地
柄
で
し
た
。
平
成
二
十

四
年
中
野
新
橋
際
に
「
な

か
し
ん
広
場
」
が
完
成
し
、
お
祭
り
、

餅
つ
き
大
会
、
ス
イ
カ
割
り
、
ラ
ジ

オ
体
操
等
を
行
い
住
民
間
の
懇
親
を

図
っ
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
横
綱
を

二
人
（
貴
乃
花
・
若
乃
花
）
輩
出
し

た
貴
乃
花
部
屋
（
元
二
子
山
部
屋
）

が
あ
り
、
道
玄
町
の
地
名
も
全
国
的

に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
道

玄
町
の
起
源
に
は
二
説
あ
り
、
町
内

中
央
に
あ
る
福
寿
院
の
寺
堂
を
今
の

地
に
交
換
移
築
し
た
こ
と
に

よ
る
「
堂
換
」
と
言
わ
れ
て
、

そ
の
後
「
道
玄
」
と
な
っ
た

と
い
う
説
と
、
「
道
玄
」
と

い
う
修
道
僧
が
住
ん
で
い
た

所
で
あ
る
と
言
う
説
で
す
。

現
在
、
町
会
は
子
供
や
高
齢

者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
を
め
ざ
し
、
支
え
あ
い
、
ふ

れ
あ
い
、
防
災
・
防
犯
・
交
通
安
全
、

親
睦
等
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
会

員
の
皆
様
に
は
積
極
的
に
参
加
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

（
Ｂ
）

七
町
会
を
紹
介
し
ま
す

道

玄

町

会

暮らしやすい町づくり～弥生区民活動セン

設
立
四
年
目
を
迎
え
ま
し

中
野
区
長
紹
介

弥
生
映
画
祭
開
催

新
任
町
会
長
紹
介

Film (C) 2012 Universal Studios.ALL

RIGHTS RESERVED Artwork (C) 2013 Un i

versal Studios.ALL RIGHTS RESERVED

(c) 2010 DreamWorks Animation L.L.C. All Ri

ghts Reserved. TM & (c) 2010 DreamWorks Anim

ation LLC. All Rights Reserved.

なかしん広場神酒所



◆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
◆

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
と
は

犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た

人
の
更
生
に
理
解
を
深
め
、
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
い
う
運
動
で
す
。

弥
生
分
区
の
保
護
司
会
で
は
地
区
委

員
会
と
共
催
で
「
地
域
の
力
・
パ
ー

ト
Ⅲ
・
中
学
生
の
防
災
教
室
と
地
域

が
で
き
る
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
七
月

十
七
日
午
前
十
時
半
か
ら
弥
生
区
民

活
動
セ
ン
タ
ー
で
、
地
域
の
小
中
学

校
の
校
長
先
生
に
ご
参
加
い
た
だ
い

て
グ
ル
ー
プ
討
議
を
行
な
い
ま
す
。

最
後
に
討
議
内
容
の
発
表
を
し
ま
す

が
、
同
じ
テ
ー
マ
で
話
し
合
っ
て
い

て
も
内
容
が
ま
ち
ま
ち
に
な
る
と
い

う
面
白
い
結
果
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

地
域
の
方
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
っ
て

お
越
し
く
だ
さ
い
、
大
歓
迎
で
す
。

ま
た
、

七

月

八

日

午

後

三

時

半

か

ら

中

野

の

森

広

場

で

「

坂

上

Ｄ

Ｅ

い

き

い

き

コ
ン
サ
ー

ト
」
を
開
催
し
ま
す
。
近
隣
の
小
中

学
校
の
生
徒
の
演
奏
を
ぜ
ひ
聴
き
に

い
ら
し
て
み
て
下
さ
い
。

（
Ｓ
）

◆
加
藤
会
長
が
交
通
安
全
功
労
で

警
視
総
監
よ
り
感
謝
状
を
拝
受
◆

平
成
二
十
六
年
五
月
九
日
に
、
加
藤

洋
右
弥
生
地
区
町
会
連
合
会
会
長
が

警
視
庁
に
招
か
れ
、
警
視
総
監
よ
り

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
永
年

に
わ
た
り
地
域
に
お
け
る
交
通
安
全

活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
、
交
通
事

故
防
止
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
功
労

を
称
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。

住
所

本
町
二
ー
三
十
二
ー
十
四

☎

三
三
七
三
ー
〇
三
八
〇

◆
あ
さ
ひ
が
お
か
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル

日
時：

七
月
十
九
日
（
土
）

午
後
一
時
半
～
三
時
半

子
ど
も
や
大
人
実
行
委
員
に
よ
る

楽
し
い
お
店
が
い
ろ
い
ろ
出
ま
す
。

お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
七

月
八
日
（
火
）
～
十
六
日
（
水
）

迄
、
児
童
館
で
一
枚
五
十
円
で
販

売
し
ま
す
。
（
材
料
費
と
し
て
、

三
歳
以
上
一
人
一
枚
必
要
で
す
）
。

※
以
上
の
詳
細
や
、
そ
の
他
の
行
事

に
つ
い
て
は
、
毎
月
発
行
の
「
児
童

館
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
所

弥
生
町
一
ー
十
四
ー
六

☎

三
三
七
二
ー
〇
八
四
一

◆
乳
幼
児
親
子
向
け
事
業
「
げ
ん
き
っ

こ
ク
ラ
ブ
」
の
春
期
の
終
了
は
七
月

十
八
日
（
金
）
で
す
。
秋
期
は
九
月

五
日
（
金
）
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

◆
「
卓
球
を
し
よ
う
」

・
七
月
十
日
（
木
）
午
後
三
時
四
十

五
分
～
四
時
四
十
五
分

地
域
の
方
が
卓
球
を
教
え
て
く
れ

ま
す
。
小
学
校
一
年
生
以
上
。
参

加
費
な
し
。
先
着
十
二
名
。
児
童

館
に
申
し
込
み
に
き
て
く
だ
さ
い
。

※
以
上
の
詳
細
や
、
そ
の
他
の
行
事

に
つ
い
て
は
、
毎
月
発
行
の
「
児
童

館
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

住
所

本
町
一
ー
七
ー
六

☎

三
三
七
三
ー
二
九
五
八

◆
七
月
～
九
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
は

熱
中
症
予
防
月
間
で
す
。

「
熱
中
症
予
防
に
は
水
分
補
給
と
暑

さ
対
策
が
大
切
で
す
」
熱
中
症
患

者
の
約
半
数
は
六
十
五
歳
以
上
の

方
で
す
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

当
高
齢
者
会
館
で
は
夏
の
暑
さ
を

し
の
ぐ
た
め
に
、
冷
た
い
飲
み
物

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。
涼
み
処

と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
保
健
師
を
講
師
と
し
て
「
高
齢
者

熱
中
症
対
策
講
座
」
開
催
予
定
。

※
そ
の
他
種
々
の
教
室
が
あ
り
ま
す

の
で
皆
様
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。
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◆ 集会室予約は、毎月第三月曜日（休日の場合はその翌日）に翌々月分抽選会で決定します ◆

本
一
高
齢
者
会
館

朝
日
が
丘
児
童
館

弥

生

児

童

館

◆
や
よ
い
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ
◆

椅
子
に
座
り
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
体

操
し
ま
す
。
あ
と
は
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
楽
し
い
お
し
ゃ
べ
り
。

＊
毎
月
第
二
木
曜
日
の

午
後
一
時
半
～
三
時

＊
弥
生
区
民
活
動
セ
ン

タ
ー
集
会
室

や
よ
い
か
わ
ら
版

桃
園
小
副
校
長

川
畑
伊
豆
海
さ
ん

初
め
ま
し
て
。
区

内
の
若
宮
小
・
大

和
小
を
経
て
四
月
よ
り
赴
任
し
ま
し
た
。

生
ま
れ
と
育
ち
は
八
丈
島
で
す
。

中
野
区
に
住
み
始
め
て
二
十
五
年
、

仕
事
で
も
中
野
区
に
お
世

話
に
な
り
十
三
年
目
を
迎

え
ま
す
。
中
野
が
大
好
き
で
、
中
野
区

ど
こ
へ
行
く
の
も
自
転
車
で
行
っ
て
い

ま
す
。
笑
顔
い
っ
ぱ
い
の
学
校
が
地
域

の
元
気
の
源
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
宜
し
く
御
願
い
い
た
し
ま

す
。

向
台
小
副
校
長

松
井
貴
子
さ
ん

四
月
に
白
桜
小
よ

り
向
台
小
学
校
に
異

動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
.
毎
日
、
挨
拶

が
爽
や
か
に
出
来
る
明
る
い
子
供
達
に

元
気
を
貰
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
朝
校
庭
で
の
ラ

ジ
オ
体
操
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
健
康
な
生
活
が
実
践
で
き
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

開
校
七
十
八
周
年
の
伝
統
を
継
承
発

展
さ
せ
、
子
供
が
輝
く
学
校
づ
く
り
に

力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
支
援
の

程
よ
ろ
し
く
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

人

ひ

六
月
二
十
日
（
金
）
、
中
野

区
赤
十
字
奉
仕
団
弥
生
分
団
の

定
期
総
会
が
、
弥
生
区
民
活
動

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
五
十
七
名
の

日
赤
分
団
員
が
参

加
し
盛
大
な
総
会

と
な
り
ま
し
た
。

総
会
の
第
一
部
は
、

萩
尾
副
分
団
長
の
開
会
の

辞
、
日
赤
奉
仕
団
員
の
信

条
唱
和
、
加
藤
分
団
長
挨

拶
、
来
賓
挨
拶
と
続
き
、

次
い
で
議
事
に
入
り
ま
し

た
。
議
事
で
は
二
十
五
年
度
の
活
動
報

告
・
収
支
報
告
か
ら
始
ま
り
、
今
年
度

の
予
算
や
活
動
予
定
、
町
会
長
の
変
更

に
伴
う
役
員
の
改
正
等
も
承
認
さ
れ
、

弥
生
分
団
の
一
年
が
ス
タ
ー
ト
い
た
し

ま
し
た
。

第
二
部
で
は
日
本
赤
十
字
社

東
京
都
支
部
よ
り
小
野
・
竹
内
氏
を
講

師
に
招
い
て
「
ケ
ガ
の
な
い
明
る
い
生

活
～
普
段
か
ら
の
事
故
防
止
～
」
と
い

う
題
名
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
野
講
師
は
熱
中
症
対
策
の

細
か
な
具
体
例
の
話
か
ら
始

ま
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

の
話
ま
で
、
時
に
は
笑
い
を

交
え
な
が
ら
参
加
者
を
話
に

引
き
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
し
て
竹
内
講
師
よ
り
実
技

の
講
習
と
し
て
健
口
体
操
が

行
わ
れ
、
年
を
重
ね
る
と
共

に
動
き
辛
く
な
る
顔
の
筋
肉

の
動
か
し
方
や
、
口
の
中
に
唾
液
を
た

く
さ
ん
出
す
体
操
な
ど
普
段
中
々
気
が

つ
か
な
い
話
を
た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
総
会
を
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

（
Ｈ
）

やよいトピック

日
赤
弥
生
分
団
総
会
開
催日赤奉仕団員の信条唱和


